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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター

「ワッシーくん」

「ベニマシコ」3月　鶴岡市　撮影：土屋和哉様

 

バードウォッチングへの誘い㊱　　　　　　　　　　　　　　　　　

「自然の恵みを生かした持続可能な地域活性化がイヌワシを守る①」

蜂蜜の森から⑰「ツタンカーメンと蜜ろう」

 

 

 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　前号で庄内地方は大雪だったとお伝えしていますが、発行直後から天候が穏やかになりはじめ、結局2月下旬からは豪雪から一転

して暖冬傾向になりました。桜の開花も例年よりも早く、目まぐるしい季節の変化に、私たちの体もそうですが、環境全体がついてけな

いのではないかという印象です。各地の自然情報をmoukin@raptor-c.comまでお寄せください。

2021/2/1　「アカエリカイツブリ」　酒田市

暴風雪が吹き荒れた翌日、アカエリカイツ

ブリの幼鳥が保護されました。経験が少な

い若い個体が保護されることは多いのです

が、何事もなく自然に復帰できたようで良

かったです。この子はきっと大物になる。

撮影：酒田市環境衛生課

2021/2/3　「ヨシガモ」　鶴岡市

通称「ナポレオンハット」と呼ばれるヨシガモ

が、鶴岡市街を流れる川を泳いでいまし

た。市街地の環境は、自然環境の広がり

がない分生き物の数は多くありませんが、見

つけられたら観察するにはもってこいですね。

撮影：毛呂様

2021/2/13　「ウミスズメ」　酒田市

ウミフクロウ、ウミネコ、ウミスズメ。さてこの

中で鳥ではないのはどれでしょうか？ウミネ

コは有名な鳥ですよね。あと2択でウミスズ

メがここに載っているという事は・・・・。

撮影：とし様

2021/2/5　「ハイタカ」　鶴岡市

はく製？いえ、夕方にガレージの中に迷い

込んだハイタカです。鋭いツメやクチバシに

気を付けて逃がしてあげたそうです。小型

だからと言って油断は禁物ですからね。

撮影：上野様

2021/1/15　「ハクガン」　酒田市

雪国の山形県酒田市では、毎年ハクチョ

ウをはじめとする多くの水鳥が訪れます。

雪原のガンの群れの中に白いガンが・・・雪

に慣れれば見つけるのは朝飯前！？

撮影：小池侑多様

2021/1/31　「シジュウカラガン」酒田市

太平洋側ではみられることの多いシジュウカ

ラガンですが、今年は酒田市にも群れで来

てくれました。あごの下の白い三日月模様

が特徴なのですが、ツキノワガンでは語呂が

悪いですからね。

撮影：渡会様

 
2021/2/13　「ヒメウ」　酒田市

「黒い鳥日本代表は、ヒメウ、カラス（ハシブ

ト、ハシボソ）、クロサギ以上。」「監督！ク

ロサギは灰色だと思います！」

撮影：たっちん様

2021/2/13　「ミヤマホオジロ」　酒田市

顔に黄色い色が入っていれば、ホオキイロと

は言わず、ミヤマホオジロ。ミヤマというほど

山奥でくらしているわけでもなく・・・・。「異

議あり！」

撮影：土屋様

2021/2/28　「オオバン」　鶴岡市

真っ黒な体と白い額板が特徴的な水鳥。

これよりも小さい「バン」もいますが、クチバ

シは赤いので、簡単に区別できます。ちな

みにこのオオバンは昔、やぶにわとりと呼ば

れていたそうですよ。撮影：秋葉様
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環境省　鳥海南麓自然保護官着任のご挨拶

　はじめまして。4月より鳥海南麓自然保護官事務所に着任した澤野歩美です。前任地は月山の麓にある羽黒自

然保護官事務所で、主に国立公園関連業務をしておりました。今後は鳥海山の麓にある鳥海南麓自然保護官事

務所で、希少猛禽類にかかわる業務担当とのことで、今は緊張感でいっぱいです。

　子供のころ、将来の夢は「野鳥観察舎で働く人」でした。図鑑で眺めていた野鳥を野外で見つけた時や、反対に

野外で出会った野鳥の名前を図鑑で知った時のわくわく感、「ここにはあの鳥がいそうだな」と思った場所で本当

ににその鳥を見つけたときのうれしさを、自分がそうしてもらったように、人に伝える仕事がしたいと思っていました。

 

　

　鳥海南麓自然保護官事務所は鳥海イヌワシみらい館の

中にあり、その夢に近づいた気持ちです。鳥海イヌワシみ

らい館を通して猛禽類とその生息環境を多くの方に紹介

し、猛禽ファン、生き物ファンを増やすとともに、その中にあ

る鳥海南麓自然保護官事務所では、希少猛禽類を保全し

ていくためにできることを行政の立場で考えるのが使命な

のかなと考えているところです。

　これまでに学んだことは、一人では何もできないという事

です。関係する皆様と連携を大切にしながら仕事をしてい

きたいと思っています。

　鳥好きではありますが、まだ野外で一度もイヌワシを見た

ことがありません。初心者として一から業務に取り組んでま

いりますので、皆さま宜しくお願い致します。

澤野 歩美　自然保護官

ここにチドリがいると思っていたんですよ～やっぱりいましたね～

ワシが
岡山県

北の千
鳥じゃ

・・・

ネグセ
がすご

いんじ
ゃ！

全国の動物情報コーナー

2021/2/14　「タゲリ」　神奈川県

「田園の貴婦人」と呼ばれるタゲリ。頭部の

跳ねた冠羽が、いかにも中世ヨーロッパの

貴族女性に流行した帽子の羽飾りのよう

です。え？オスでしたか？

撮影：こまたん金子様

2021/2/12　「オオワシ」　新潟県

迫力満点の飛翔は、畳が飛んでいると形

容されるほど！翼開長は250cm！

撮影：波多様

 

2021/3/30　「ハシビロガモ」　鶴岡市

オーバーサイズなクチバシ。きっとクチバシの

下は死角なので、凶悪な目つきで敵が近

寄らないようにとがっているのだと思われま

す。しかしこれは首がつかれそう～

撮影：たっちん様

2021/3/27　「ヤツガシラ」　酒田市

酒田市の離島飛島では、毎年ヤツガシラが

やってきますが、今年は3月には観察されま

した。「いや～暖かかったからねぇ～来ちゃっ

た～」

撮影：とし様

2021/3/17　「アメリカヒドリ」　酒田市

完全なアメリカヒドリではなく、交雑した個

体のようですが、クチバシの基部に入る黒

いラインがアメリカンな証拠のようです。

撮影：渡会様

2021/2/22　「チョウゲンボウ」　神奈川県

　工場の他、大型商業施設の屋上などに

もよく飛来するので、最近観察報告の多い

猛禽類です。

撮影：こまたん様



 

 

 

編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

 

無休休館日

猛禽類保護センター

Vol,38 春号

6月～7月の開館情報

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員

春の山菜が美味すぎて

食欲が収まりません。そ

ろそろネマガリダケの

シーズンですね！（長）

 

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第17回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第17回「ツタンカーメンと蜜ろうそく」
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　蜜ろうはハチ蜜生産が盛んに行われていた紀元前

の古代エジプト時代には、すでに用いられていたそ

うです。ミイラの棺の中には、死者を慰めるために入

れたと考えられる蜜ろうの人形がいくつも発見されて

います。この蜜ろうの人形は藁人形のようにも使われ

ていたそうなので、蜜ろうには呪術的な特別な力が

あると思われていたのかもしれません。

　また、紀元前1300年代のツタンカーメン王の墓から

は4台の燭台が発見され、蜜ろうキャンドルが灯され

ていたと推測されています。これについては、オリー

ブオイルの燭台説を唱える研究者もいらっしゃいま

すが、私も蜜ろうに間違いないだろうと思っていま

す。

　なにしろ、蜜ろうは灯芯を2枚の巣板で挟んだだけ

でも、きれいな灯りがともります。誰でも簡単に作れる

ものなのです。それに、ハチミツ生産が盛んなら蜜ろ

うもふんだんにあったはずですから、照明に使わな

いわけはなかったと思うのです。

　      

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

　以前テレビで、ピラミッド内部の照明の謎を扱っ

ていた特集を見たことがあります。そこでは、何か

を燃やしたはずだが壁の内部に煤（すす）が付着

していないことが不思議だとし、鏡をいくつも反射

させて光源にした説や、すでに電球が使われてい

たのではという奇天烈な説まで伝えていました。私

はすぐに、蜜ろうを灯していたのだろうと思いまし

た。精製度の低い蜜ろうでも、適切な太さの灯芯を

使えば煤は出ないからです。　
　

 

 

 

           

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

NPO法人朝日町エコミュージアム協会　

副理事長。アシナガバチ畑移住プロ

ジェクト主宰。近著『手作りを楽しむ　

蜜ろう入門』（農文協）・編著『朝日

岳山麓養蜂の営み』（朝日町エコ

ミュージアム研究会発行）

 

 

 

 

事務局
今年は山菜が早く

孟宗も早く

梅雨も早くなりそう

猛禽類の生活に影響

はないのかな？（後）

有名なツタンカーメン王の黄金のマスクにも

”接着剤”として蜜ろうが使われている

 

 

 
ミツバチの巣に灯芯をはさんで灯しても

”ろうそく”として使用できる （撮影：松田　絵美子さん）

 

3年間勤務しましたが、この度羽黒自然保護官事

務所に異動することとなりました。猛禽類保護セン

ターの関係者の皆様には大変お世話になりまし

た。異動先が近くなので今後もセンターに顔を出

すことも多々あると思います。引き続きよろしくお

願い致します。（澤）


